
⼤学や分野の枠をこえた研究連携を

すすめるための 

DX プラットフォーム

MIRAI-DX の活⽤

 

自然科学研究機構 小泉 周
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見えてきた課題 やせほそる日本の研究大学群

Top10%論文数
（分野補正後）

日本 ドイツ 英国 米国 中国

10000 論文以上 0機関 0機関 4機関 13機関 5機関

5000 論文以上 1機関 3機関 12機関 44機関 20機関

2500 論文以上 4機関 21機関 25機関 75機関 40機関

2016-2020年（５年間）
大学・研究機関ごと
Top10%論文数（分野補正後）
Scopus/Scival調べ

研究大学群の
厚みがない
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量
論文数（本を含む）
質

FWCI
（参考）Top10% 論文割合
厚み

Top10% 論文数
institutional h5 index
国際性

CNI（分数）
（参考）国際共著論文率
研究者
（参考）Active authors 量 論文数

質 FWCI

Top10%論文数

厚み（h5 index）
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研究力を測る量・質・厚みに関する主要指標（参考）
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例：モデル

自主的な分野・機関横断型研究
グループ Ｇ２ＰーＪａｐａｎの活躍

COVID19研究において
Nature 4本
New England Journal of Medicine 1本
Cell 1本などの成果

こうした分野や機関の枠をこえた
取り組みが有効であることは明白であるが、
特殊なケースにしないことが肝要

NHK取材記事参照
https://www3.nhk.or.jp/news/special/sci_cul/2022/04/st
ory/220427/

「国立大学の法人化以降、個別の研究
者の能力や業績がクローズアップされ、
個別の研究者が競い合って切磋琢磨す
る、大学どうしも競争するという雰囲気が
あります。それが日本でグループ研究が
生まれにくい理由の１つではないかと考
えています。例えば多くの成果を出して
いるアメリカ・南カリフォルニア大学では
研究者のコンソーシアムを強力に推し進
めています。佐藤さんたちが目指してい

ることとまさに同じです」（小泉）

大学と大学共同利用機関が連携し、日本全体で、
分野や機関の枠をこえた研究連携をすすめるべく、
基盤を整備し、企画戦略をねっていく必要がある

大学や分野の枠をこえた研究連携が日本の研究力を高める秘策
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これまでの１０年間の取り組み
●URAの雇用による各大学の研究力強化にむけた取
り組み
URAの雇用・制度の定着・好事例共有
EBPMの推進（研究力分析の推進）
異分野融合の推進（MIRAIDXの立ち上げに結実）

●大学ごとの研究環境の改善・支援

国際情報発信強化・国際レピュテーション向
上、設備共用など含む

しかし、この１０年で日本全体の大学の研究力は世界と比較して弱体化

大学ごとの支援だけでは、組織間の連携が不足し、パイの食い合いをしている
だけとなる。
また、その競争に疲弊し、大学群の「厚み」が減る結果に。

こ
れ
ま
で

各大学（大学ごと）に、URAを活用した
研究支援環境整備に貢献

※赤字はRUCで取り組んできたこと

見え
てきた
課題

今後なすべきこと

オールジャパンで、分野や機関、大学やセクターの枠をこえた共創のため
の大学間ネットワーク構築による日本の研究力強化へ

こ
れ
か
ら

大学や分野の枠をこえた研究連携が日本の研究力を高める秘策である

研究大学コンソーシアム 発展的展開
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1 北海道大学 22 神戸大学

2 東北大学 23 岡山大学

3 筑波大学 24 広島大学

4 千葉大学 25 山口大学

5 東京大学 26 徳島大学

6 東京医科歯科大学 27 愛媛大学 *

7 東京農工大学 28 九州大学

8 東京工業大学 29 九州工業大学

9 電気通信大学 30 長崎大学

10 一橋大学 * 31 熊本大学

11 横浜国立大学 32 鹿児島大学 *

12 新潟大学 33 北陸先端科学技術大学院大学

13 富山大学 * 34 奈良先端科学技術大学院大学

14 金沢大学 35 東京都立大学

15 福井大学 36 早稲田大学

16 信州大学 37 慶應義塾大学

17 名古屋大学 38 人間文化研究機構 *

18 名古屋工業大学 39 自然科学研究機構 （幹事機関）

19 豊橋技術科学大学 40 高エネルギー加速器研究機構

20 京都大学 41 情報・システム研究機構

21 大阪大学

研究大学コンソーシアム構成機関（２０２３年度より）
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大学共同利用機関法人 自然科学研究機構 とは？

自然科学研究機構は、

宇宙、
エネルギー、
物質、
生命等

に係る大学共同利用機関を
設置・運営することにより、

自然科学研究分野の
国際的・先端的な研究を推進、

また、全国の大学等の研究者・
大学院生に
共同利用・共同研究の場を
提供する

国際的中核研究拠点

https://www.nins.jp/



大学
大
学

大
学

大
学

大
学

大
学

共同利用・共同研究体制
大学共同利用機関法人など

分野ごとにコミュニティーを支える：
NINSでは自然科学大学間推進機構
NICAのような取り組みを実施

分野C

共同利用・共同研究体制
大学共同利用機関法人など

新・研究大学コンソーシアムへ発展的展開：

分野ごとの支援だけでなく、大学をささえ、
共創するハブとなる

これまで これから

共同利用・共同研究体制（大学共同利用機関など）のミッション

新分野
の創成

分野A

分野B
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URAが協働するためのDX-PF プラットフォームの構築
MIRAI-DX （令和２年補正予算）
DX-PFで作りたい世界は、各大学のパイの取り合い競争を激化させることではなく、社会的
政策的ニーズに応える研究プロジェクトの企画者・運営者としてURAが共創する世界である

研究大学コンソーシアム MIRAI-DX

• CORE7大学にてMIRAI-DXの運用に関する検討を実施

東北大学 筑波大学 東京工業大学 電気通信大学 京都大学 岡山大学 自然科学研究機構

補正予算で整備、COVID19で一定の成果。今後は、オールジャパン体制の構
築と、継続的に支える安定的な運用資金が必要

https://www.ruconsortium.jp
/site/mirai-project/



MIRAIDXにおけるURAの役割

多角的
な研究
者情報・
データを
共有する

新たな研
究チーム
をつくる

大学や
分野の
枠をこえ
た連携を
すすめる

MRIAI DXプラットフォーム

各大学からURA参画

多角的
なデータ
に基づき
適切な
研究者を
探し出す

各大学から参画したURAが連携しコーディネーション

研究大学コンソーシアム ＤＸプラットフォームの構築 

URA URA URA URA URA URA URA
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「ポストコロナ」をテーマに試行 研究大学コンソーシアム３６機関で実施

３６大学に呼びかけ。
１１３名の研究者から
「ポストコロナ」をテーマとした
共同研究提案を集約。

研究者１名につき１名以上の伴
走URAが必ず付くという条件

１１３名の提案情報をリスト化

互いのインタレストを集約（図）

これらの情報をもととし、伴走URA
同士でSlack上でコミュニケーショ
ンし、MIROを活用しながら研究者
のグループ提案をすすめている
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・集約した研究者情報を基礎として、URAのネットを介した活動により、
多機関・多分野の意見の集約を図ることができた。
・「ポストコロナ」のようにターゲットとなる研究者が誰なのかが不明確な
場合でも、適切であろう研究者集団を見つけ、連携することができた。
・トップダウンの課題にボトムアップからの意見を入れることができた。

今後、
・多機関・異分野間の連携（産学連携を含む）を積極的に進める場合にも
利用できるのではないか？ 

研究大学コンソーシアム ２０２１年度 MIRAI-DX 試行研究大学コンソーシアム ２０２１年度 MIRAI-DX 試行

登録研究者113名の状況



Multi-disciplinary trans-Institutional Research Assistance Initiative

https://www.ruconsortium.jp/site/mirai-project/

新たな学際研究・共同研究のテーマ若しくは社会課題について、大学や機関の枠を超えてURAが協力、議論を行い、新たな研
究チームの提案等に繋げるため、研究者情報などを一元的に集約するDXプラットフォーム
・令和２年度補正予算を活用し、令和３年度に構築・試行的取り組み、令和４年度から本格稼働。
・RUCに参画している大学等のURAが、学際研究・共同研究のテーマ及び研究者情報を研究者情報をもちより、MIRAI-DXに格納。
・格納された共同研究のテーマに基づき各大学のURAが議論を行い、分野や機関の枠をこえた研究チームを提案するとともに、
URAによる研究支援に繋げている。

研究大学コンソーシアムに参画する４１機関の
分野や機関の枠を超えた研究チームを提案

企業からMIRAI-
DXへの提案に

基づく新たな産
学共同研究の

開始

試行的取り組み（令和3年度）

「ポストコロナ」をテーマとした研究マッチング
を実施。１１３名の研究者が参画し、URAが
マッチングを実施

〇米国加州ベンチャーAlidaBioからの提
案に基づき、URAがマッチングを実施。複

数大学が産学共同研究に参画（千葉大
学等）

MIRAI-DXが起

点となり分野や
機関の枠をこえ
た共同研究ス
タートアップの

提案

〇東工大・東京医科歯科大学・金沢大
学の研究者・URAによる「オルガノイドに
関する階層を超えた研究連携の提案

〇東京大学（資料編纂所）や京都大学
の研究者・URAを中心とする古典籍に用

いられる「和紙の分析」に関する共同研
究連携

〇基礎生物学研究所と東工大の研究
者・URAの連携によるAI技術の応用によ
るイメージング技術の発展
など

令和4年度～

研究大学コンソーシアム ＤＸプラットフォームの構築研究大学コンソーシアムの活動 ＤＸプラットフォームの構築 研究大学コンソーシアム活動計画 ＭＩＲＡＩ－ＤＸ事業
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MIRAI-DXの推進（座長：東京工業大学）



各大学所属
URAがユーザーとなる
・主担当URA（1名）
・一般URA（複数名）

URAコミュニティーサイト
（PUREアドミンサイト内に構築）

PUREポータルサイト内に構築

URA同志が共同研究企画を議論する
「URA Collaboration Project」

伴走 伴走 伴走伴走 伴走

５５０００人超の研究者の公開情報
検索対象として情報を登録

URAプロフィール
のシェア

プロジェクト
内での情報
共有

URAコミュニティー全
体での情報共有

「URA Collaboration Project」

主

主

アカウントを持っ
ている人のみア
クセス可能

アカウントを持っ
ている人のみア
クセス可能
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MIRAI-DX 分野や機関の枠をこえたURAによる協働（研究連携）

MRIAIDXに蓄積された既存のデータから、研究者の特徴をどのように捉えるか？ 検討中
（統計数理学研究所 持橋准教授らとの共同研究を実施）
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MIRAI-DXからの発展： オルガノイドに関する特別号およびワークショップ

※なお、特集号に招待された著者のAPC費用は無料との約束
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研究大学コンソーシアム活動計画    タスクフォース等

●学術情報流通の在り方に関する連絡会

⚫ G7科学技術閣僚会合で宣言された「immediate open and public access
by 2025」が国の方針として示された。

⚫ 国内では、オープンアクセス（OA）推進に向けて、出版社交渉などの強
化ならびに、即時オープンアクセスの「義務化」にむけた方策が議論さ
れている。

⚫ RUCの一部の大学においては、JUSTICE（大学図書館コンソーシアム連
合）との協働のもと、すでに転換契約への転換が行われており、OA化が
進みつつある。

上記を踏まえ、RUCにおいて、学術情報流通の在り方に関する連絡会を立ち上げ、そ
の中で大学間で情報共有を進めることとなった。

連絡会は東北大学が取りまとめとなり、東北大学、東京大学、東京工業大学にて企画
運営を行っている。
今後の企画として、報告会や定期的なセミナーを予定している。



• 科学技術・学術政策研究所 科学技術の状況に係る総合的意識調査（NISTEP定点調査2020）

オープンアクセスの推進

購読 購読＋OA出版 OA出版

転換契約
購読費＋APC

購読費
（図書館）

APC
（個人＋組織）

日本はAPCの

支払いが個人
単位（８６％）

個人だけに依存
するのではなく
組織的な取り組
みが必要
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日本政府 即時オープンアクセスの方針（２０２５～）をうけて

オープンアクセス（OA）の推進にあたって大学等で議論すべき課題
の整理
研究大学コンソーシアム・シンポジウムにて（２０２３）

オープンアクセス（OA）の推進にあたって、大学等で議論していただく課題について、参考
までに、以下、整理しました。

1. OAを推進することにより、大学等からの論文等成果発表の国際的な可視化をすすめ、
大学の研究力強化に資する取り組みとすることが重要である。

2. OAは、個々の研究者が個別に取り組む課題ではなく、大学が組織として取り組む課
題であることを認識することが重要である。

3. それぞれの大学においては、個々の研究者の研究費の多寡によらずOAを推進するこ

とができるよう取り組むことが重要である。例えば、次世代を担う若手研究者の研究
成果の国際的な可視化を支援するなどの取り組みが必要となろう。

4. OAの取り組みは、大学等の規模や分野によっても大きく異なるため、一つの手段に依
存せず、様々な手段を組み合わせた取り組みが重要である。

5. OAは、その体制構築、それにかかる費用の確保や新たな転換契約等、大学図書館だ

けで取り組む課題ではなく、大学マネジメントの課題として、執行部のリーダーシップ
のもと、全学的に取り組むべきものである。



◎大学と大学共同利用機関法人が共創し、分野や機関
の枠をこえた新規の研究コミュニティーが醸成され、
日本発のリサーチフロントが次々と生まれる

◎大学・研究者だけでなく、産業界はじめ社会との連
携も含め、適切な相手と適切につながり、強力なチー
ム研究が推進できる。

◎COVID-19のような喫緊の社会課題解決にむけた研究
ドリーム・チームをオールジャパンでつくることがで
きる。
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最終ゴール 理想的な未来へ 
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